
平成30年度豊かなむらづくり全国表彰事業 東海ブロック受賞地区の概要 

 

【東海農政局長賞】 

 受賞団体：勝田大地の絆会（三重県度会郡玉城町） 

      ～ 人と人との繋がり（絆）を大切に、子や孫が住みやすいむらづくりを ～ 

 

１ むらづくりの動機、背景、経緯 

玉城町勝田地区は、以前から米づくりが盛んであったことに加え、昭和37年に農業構造改善パイロット

事業が開始され、翌年設立された「勝田農事実行組合」が中心となって、農業経営が行われてきた。 

しかし、担い手の高齢化によって農地の維持が難しく、田舎ならではの親密な人付き合いも減り、地域に

元気がなくなっていると感じられるようになってきた。 

そのような中、「地域が一体となって地区の農地を守っていきたい」、「同じむらで生まれ育った者同士も

っと絆を深めたい」と感じた50歳代の有志が中心となって、平成24年に「勝田大地の絆会」を設立し、地

区内の絆を取り戻すため活動を開始した。 

また、設立に当たってイベントを企画し、地区住民、特に若い世代に参加を呼びかけたことで、地区住民

に自分たちで集落を守る意識、若い世代においても活動に参加する意識が芽生え始めた。 

 

２ むらづくりの内容 

(1)  農地を守る取組 

  勝田大地の絆会が中心となって、山道やため池、区有地の整備や農道の草焼き、除草

作業、用水路の清掃等農業の多面的機能を維持する活動を行っている。共同作業を通し

て住民同士の交流が進み、地域に根ざした活動となった。 

また、用水路の目地補修を行い水漏れをなくしたことにより、小麦の根腐れが解消し、

収量増加につながった。 

さらに、地区の担い手農家と連携した除草作業、年２回の採石による農道補修を行っている。 

(2)  耕作放棄地解消等の取組 

  地区内の耕作放棄地において定期的に除草作業等を実施することにより、害虫の発生が減るとともに農地

が適正に維持管理できるようになり、景観の向上につながった。 

 (3)  後継者育成の取組 

後継者育成のため、子どもたちが農業に魅力を感じ、理解を深め、将来の職業の選択肢の一つとして「農

業」を考えてもらえるよう、他の組織と連携し取り組んでいる。また、地域内の農業経営体が農業研修生を

受け入れるとともに、将来の新規就農を目指し従業員を雇用している。 

(4)  地区住民の絆を深める取組 

勝田大地の絆会は、人と人との繋がり（絆）を大切に子や孫が住みやすい地域をつくる

ためむらづくりを進め、コスモス祭やイチゴ狩り、実行委員会が主催の夏祭りなどのイベ

ント等を開催している。開催を通じて住民自らが地区を愛し、地区を盛り上げていこうと

する気運が高まっている。 

(5)  都市住民との交流の取組 

地区内にある観光農園は、高速道路のインターから近くアクセスが良いことから、観光バ 

スのツアー客なども多く、地区の観光・集客の中心的役割を担っている。農園には遊具がある広場を 

併設し、訪れた客がのんびりと時間を過ごすことができ、都市住民との交流の場となっている。 

(6)  女性の社会参画の取組 

地区の農村女性アドバイザーは、ぶどう農家としてぶどう栽培に主体的に関わるとともに、季節の果物を 

使った農産加工にも取り組み、直売所で販売を行っている。 

また、地元の野菜を使った料理を提供するレストランでは、女性起業家による商品開発が行われている。 

 

３ 今後の展開方向 

勝田大地の絆会が中心となって複数の組織が活動し、地域の活性化に貢献している。また、活動を継続さ

せていく熱意に加え、新しい事業へ挑戦する前向きな姿勢があり、今後も取組の継続が期待できる。 

満開のコスモス畑 

用水路の清掃 


